
社会福祉法人くびき社会事業協会   

事業計画グランドデザイン２０２４ — 信頼される法人として地域の医療福祉に貢献 — 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り巻く環境

人手不足

報酬改定

競合

物価高騰

経営計画 

 

経営の重点課題

堅実な経営 

公益性・透明性の確保 

人材確保・定着 

良質なサービスを提供 

 

経営事業・数値目標

ほくら園グループ 

■特別養護老人ホームほくら園    

定員７６名 → 目標 ７０名／日 

■特別養護老人ホームほくら園ユニット 

  定員２０名 → 目標 １８．５名／日 

■大島デイサービスセンター 

  定員１８名 → 目標 １０名／日  

■ほくら園居宅介護支援事業所 

経営組織 

 

理事会 

評議員会 

監事 

 法人本部 

 

ほくら園拠点 

保倉の里拠点 

保倉の里グループ 

 ■介護老人保健施設保倉の里 

   定員９５名 → 目標 ９２名／日 

 ■保倉の里通所リハビリテーション 

   定員２１名 → 目標 ９名／日 

 ■保倉の里訪問リハビリテーション 

 ■保倉の里診療所 

法人全体の重点課題への取り組み 

 

 

堅実な経営

報酬改定を適正に分析して、対応することで経営収支へのプラス要因とする   

目標利用率の達成で計画収入を確保、職員のコスト意識の醸成                  

財務状況の把握、正確な管理により、効率的な事業運営に取り組む 

資金計画（借入・償還）や設備の更新について中長期的な視点で管理する 

公益性・透明性の確保

公益性の確立に向けた理事会、評議員会での審議、コンプライアンスの徹底する 

適切な情報公開、情報発信により透明性を確保する 

ホームページの刷新と適切な管理により「見せる化」を推進する 

地域の低所得者への支援を継続する 

地域へ人的資源の提供を継続する 

人材確保・定着

国の処遇改善施策に適正に対応する 

業務支援機器導入により業務の負担軽減を推進する 

中高齢層をターゲットにして人材を確保する 

能力に応じた給与改定の構築を推進、多様な働き方を提案する 

良質なサービス

身体拘束、虐待防止等、人権を尊重したサービスの継続する 

第三者評価受審による客観的評価を把握する 

介護報酬改正で重点化、深化された取り組みに対応する＝サービスの質の向上 

 

施設、事業所の取り組み 

 

基本方針

■利用者の人権を尊重し、個人の尊厳と笑顔が守ら

れるサービスで支援する。 

■地域での生活が継続できるような多様なサービス

の提供に取り組むとともに、地域交流・社会参画

を推進する。 

■サービスの質の向上を図り、利用者の立場に立っ

て適切かつ良質なサービスを提供する。 

■安心・安全で良質なサービスを提供するため利用

者の生活環境・利用環境の整備に取り組む。 

■サービスの質を確保しつつ、効果的かつ効率的で

生産性の高い運営に取り組む。 

別冊「施設、事業所別運営計画書」 

感染症

賃上げ

診療所拠点 


